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１．循環型社会に向けた舗装の再生As合材の再生利用の拡大

■アスファルト塊の99％以上が再資源化されている一方、「再生As合材」ではなく、
「再生砕石」として再資源化されている割合が23％ 。

■今後は、より付加価値の高い「再生As合材」への水平リサイクル※の促進が必要。
※水平リサイクル：使用済製品を原料に用いて同種の製品を製造するリサイクル

「建設リサイクル推進計画2020」（R2.9 国土交通省）より抜粋 
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■再生As合材の適用の現状としては、「大型車交通量の多い箇所」「交差点部」「橋面」
「排水性舗装」等の改質剤※を添加することとされている箇所では、再生技術と改質技術
の両立について十分な知見が得られていないことから再生骨材を用いた再生As合材は
基本的に使用されていない。
※改質剤：耐流動性・耐摩耗性・耐剥離性・骨材との付着性などの向上を目的としてAsに添加される薬剤

■アスファルト合材の不正納入の事案を受けて国土交通省が設置した有識者委員会の中
間報告書（案）において、「再生骨材の利用拡大に向けた長期耐久性の技術的な検証や
改質剤や添加剤のさらなる技術開発等が今後求められる」との提言。

「アスファルト合材の不正納入に関する有識者委員会 中間報告書（案）」 
（R6.12.24）より抜粋

１．循環型社会に向けた舗装の再生AS合材の再生利用の拡大

「舗装設計施工指針」（H18.2（㈳ 日本道路協会）より抜粋 
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○

○

２．脱炭素社会にむけた舗装の低炭素材料の導入の促進

「道路におけるカーボンニュートラル推進戦略（骨子）」
（R6.8.9社会資本整備審議会 道路分科会 基本政策部会）より抜粋

■「道路におけるカーボンニュートラル推進戦略（骨子） 」（R６．８）において、道路における
カーボンニュートラル推進戦略で目指す方向性を公表。

■戦略（骨子）の基本方針「道路のライフサイクル全体の低炭素化」の中で、「低炭素な建
設機械・材料の導入を促進」を位置づけ、「アスファルトの中温化技術」を促進。



３．舗装の技術基準見直しの必要性と方向性（検討項目の追加）
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基
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⚫ 舗装として、道路利用者に対して提供するサービスや求められる性能を明確にすることが必要

⚫ 設計上、どのような状態になったら修繕が必要かを明確にし、設計と維持管理を整合させること
が必要

⚫ 各技術のライフサイクルコストの評価を可能とし、コストに対しての新材料・新工法の性能を正し
く評価することが必要

⚫ 将来の技術の進展等、舗装を取り巻く環境変化も踏まえ、技術基準の記載事項を整理すること
が必要

⚫ 循環型社会に向けた再生As合材の更なる再生利用を図る必要。 【追加】

⚫ 脱炭素社会に向けた舗装の低炭素材料の導入促進が必要。【追加】

方
向
性(

案)

① 社会の多様なニーズに対応できるよう、舗装技術の向上を促進するため、舗装に求められる性
能を明確化し、技術基準の記載事項を整理

② 各性能においてそれぞれ、許容され得る限界状態（この状態を超えたら修繕等で性能を回復さ
せることが望ましい状態）を定義

③ 各性能が限界状態に到達するまでの期間を基にライフサイクルコストを評価することを規定

④ 再生As合材の再生利用の拡大、および舗装の低炭素材料の導入促進について規定 【追加】

〇新技術の普及促進によって長寿命化を図り、ライフサイクルコストの縮減やカーボンニュートラルに寄与

〇舗装に対する新たな価値の付与 ○循環型社会形成の推進（適正な再生利用の推進）

◆国土交通省では、行政ニーズを新技術導入促進計画に位置づけ、現場実装を促進する取組みを推進



令和４年１１月１６日 道路技術小委員会
・舗装の技術基準見直しに関する議論を開始

令和

令和６年２月２１日

令和

道路技術小委員会
・舗装の技術基準改定案の審議

４．今後のスケジュール（案）

令和６年12月25日 道路技術小委員会
・再生As合材の再生利用の拡大や舗装の低炭素材料の導入促進

  に関する内容を追加

舗装分野会議において議論

舗装の技術基準の改定

舗装分野会議において議論
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